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“Watt’s Next”の構成

　「ありたい姿（To be）」と「現状の分析（As is）」、「その
ギャップを埋めるための打ち手（How）」の三層構造で構成
しています。
　当社グループが現状を正しく認識し、高みに向かって飛
躍するストーリーを描きます。

• 九電グループの思い
•  カーボンニュートラル 
ビジョン2050

• 「経営ビジョン2035」 等

• 九電グループの強み 
• 足元の状況 

当社グループが掲げる
「ありたい姿」やマテリ
アリティを通じて、私た
ちがどこへ向かうのか、
なぜその方向を選ぶ
のかを明確にします。

 詳細はP.13
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TO BE
ギャップを埋めるべく、
「事業」と「基盤」の
両面の打ち手につい
て説明し、持続的な
価値創造の未来図を
描き出します。

 詳細はP.26、P.43

SECTION 3・4

HOW
当社グループの足跡
や強み、足元の事業
環境の分析を通じて、
変革に向けた現状認
識を共有します。

 詳細はP.18

SECTION 2

AS IS

GAP
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